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わかやま冬の交通安全運動

防災情報 防災対策課　☎０７３８-２３-５５２８

地震・津波に備えて家族で話し合おう！
　地震や津波のような災害は、家族と一緒に居るときに発生するとは限りません。東日本大震災の時では、子供や
お年寄りを探しに行って津波の避難が間に合わずながされてしまったという事例は少なくありませんでした。その
ような被害を出さないためにも、日頃から家族で話し合い、地震が起こった時どのように行動するのかを決めてお
きましょう。

決めておくこと
・1人で逃げられるのか。　
・近所の人と一緒に逃げたり、迎えをおねがいできないか。
・生活の主になる場所（職場、家、学校）で被災した場合、
　どの道を通って避難するのがいいか。
・非常用持出品について。
・どこに避難するのか。
・無事避難できた時の連絡方法はどうするのか。

この時期は、夕暮れ時間が早くなります。
明るい色の服装や反射材等を活用し、交通事故防止を心がけましょう。
また、同運動に伴う街頭啓発活動を12月１日（木）午後１時から午後２時頃までの
間オークワロマンシティにおいて実施します。
パトカーの展示も予定しておりますので、是非ご来場ください。
問い合わせ　防災対策課　☎0738-23-5528

安否確認の方法
　被災した場合には、自分の状況を、自分から家族や知人に知らせるとともに、安否確認が重要になります。地震
などの災害時には、被災地域に電話が殺到し、繋がりにくくなります。そんな時でも利用できるサービスを活用し
ましょう。
　ここでは「災害伝言ダイヤル171」を紹介します。体験利用日の機会に練習してみましょう。

使用方法
・録音→171+1+（市外局番）+（自宅の電話番号）
・再生→171+2+（市外局番）+（自宅の電話番号）
体験利用日
・毎月1日（00時00分～24時00分）
・正月三が日（1月1日00時00分～1月3日24時00分）
・防災週間（8月30日9時00分～9月5日17時00分）
・防災とボランティア週間（1月15日9時00分～1月21日17時00分）

提供条件
 災害時　　　伝言録音時間：30秒、伝言保存期間：48時間、蓄積伝言数：最大10
 体験利用日　伝言録音時間：30秒、伝言保存期間： 6時間、蓄積伝言数：最大10
※一度入力した伝言は、消去することが出来ません。なお、伝言の保存期間が過ぎると自動的に消去されます。

災害伝言ダイヤル171 災害時に、固定電話の電話番号をキーとして録音・再生する機能

12月 1日（金）～10日（日）までの10日間




